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【本日の次第】

１．第１回の振り返り

２．当市の下水道事業の現状

３．当市の下水道事業の課題

（１）東京都による流域下水道維持管理負担金単価の改定

（２）R８年度以降の経営状況見込みについて

４．まとめ
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１．第１回の振り返り
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【公営企業会計】

              出典：総務省「平成30年版地方財政白書ビジュアル版」

・普通会計（一般会計）：行政の基本サービスを担い、税金を主な財源とする会計。

使途は、福祉・教育・道路等の多岐に渡る。

・公営企業会計：地方公営企業が提供するサービスの受益者が負担する使用料等を

                            主な財源とする会計。下水道事業、病院事業等が該当する。
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【地方公営企業とは】

• 地方公共団体が、住民の福祉の増進を目的として設置し、経営する

   企業。企業性（経済性）の発揮と公共の福祉の増進を経営の

   基本原則とする。

• 下水道事業は、地方財政法上の公営企業とされ、その事業に伴う収入
によってその経費を賄い、自立性をもって事業を継続していく「独立
採算制の原則」が適用される。

• 普通会計方式が現金主義会計、単式簿記を採っているのに対し、公営
企業会計では発生主義会計、複式簿記を採用。

• 損益計算書、貸借対照表等の財務諸表の作成が義務付けられている。

財務状況をより明瞭にし、民間営利企業と同等の水準で経営を

行うことが求められる。
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【下水道事業の収入と支出】

• 収益的収入 収益的支出

一事業年度の企業の経営活動に伴い発生が予定されるすべての収入とそれに対応
するすべての支出。

支出は下水道管きょ等の機能維持に関わる維持管理費と、下水道施設の建設等に
要した経費に関わる資本費に大別される。

収支の結果は損益計算書に反映される。

収入
・下水道使用料
・他会計負担金
・国庫・都補助金 など

支出
維持管理費

・管きょ清掃等委託料
・雨水浸透ます設置工事請負費
・流域下水道維持管理負担金
・下水道使用料徴収業務委託料
・水質検査業務負担金 など

資本費
・減価償却費
・支払利息 など
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【収益的収入 他会計負担金】

下水道は各家庭や事業場等の生活排水である汚水を排除すると

同時に雨水を排除する役割も担っている。

特定の利用者が便益を受ける汚水排除と異なり、雨水排除は社会
全体が便益を受けるため、雨水に関わる経費は公費（税金）負担
が適当とされている。

汚水処理に要する経費は下水道使用料にて、雨水処理に要する

経費は公費（税金）である他会計負担金にて賄うことを

「汚水私費・雨水公費の原則」と称している。

その他、雨水排除に関わる経費以外にも、性質上公費で賄うこと
が適当とされる経費の基準を総務省が定めており、他会計補助金
として収入している。

（例）水質規制、水洗便所の普及に要する経費
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【下水道使用料】

・下水道使用料徴収の法的根拠

（下水道法第20条第１項）

公共下水道管理者は、条例で定めるところにより、公共下水道を使用する

者から使用料を徴収することができる。

（国分寺市下水道条例第16条第１項）

市長は、公共下水道の使用について、使用者から使用料を徴収する。

（国分寺市下水道条例第19条）

使用者が排除した汚水の量の認定は、次の各号に定めるところによる。

(1)水道水を使用した場合は、水道の使用量をもって排出量とみなす。
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出典：東京都水道局HP「水道使用量等のお知らせ（検針票）の見方

(2)水道水以外の水を使用した場合は、その使用水量をもって排出量と

みなし、使用水量は、使用者の態様に応じて市長が認定する。

⇒井戸水、湧水などが該当

(3)営業等に伴い使用する水の量が公共下水道に排除する汚水の量と著し

く異なるものの汚水の排出量は、使用者の態様に応じて市長が認定する。

⇒水道を使用して畑に散水する場合などが該当 9



【下水道使用料を財源とする主な経費】

【以下の経費の内、汚水処理分】

・流域下水道維持管理負担金

・管きょ清掃等委託料

・管内調査用カメラ賃借料

・公共下水道事業業務委託料

（ストックマネジメント計画

に関わる調査、設計等）など

【以下の経費の全額】

・下水道使用料徴収業務委託料

・納付消費税 など

下水道使用料 他会計（雨水処理）負担金

財源構成例

下水道使用料
他会計

（雨水処理）

負担金

他会計

（水質規制）

補助金

下水道使用料
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【当市の下水道使用料の体系】
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【国分寺市下水道条例】
第17条
使用料の額は、毎使用月において
使用者が排除した汚水の量に応じて、
別表第6に定めるところにより算出した
額に、消費税法(昭和63年法律第108号)
第29条に規定する消費税の税率
(以下「消費税の税率」という。)に
地方税法(昭和25年法律第226号)
第72条の83に規定する地方消費税の税率
を乗じて得た数値に消費税の税率の数値
及び1を加えた数値を乗じて
得た額とする。
この場合において、1円未満の端数がある
ときは、その端数金額を切り捨てるもの
とする。

別表第6を簡略化した料金表



２．当市の下水道事業の現状
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【R６年度決算までの経営状況】

1,314,927 1,306,010 1,271,828 1,270,047 1,297,195 

2,544,836 
2,437,590 

2,374,924 
2,467,176 2,427,150 

2,818,634 
2,718,581 

2,609,584 
2,744,858 2,750,235 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

R2 R3 R4 R5 R6

収益的収入・支出の推移（税抜・千円）

下水道使用料 収益的収入 収益的支出
収益的収入に下水道使用料を含む

13



14

【収益的収入】
・年度によりバラツキあり
・下水道使用料はコロナウイルスの
巣ごもり需要終了後も堅調に推移

【収益的支出】
・総費用は増加傾向
・委託料は増加傾向
・減価償却費は減少傾向
・流域下水道維持管理負担金は年度
の降水量の影響を大きく受け変動



【主な経営指標】

「汚水処理に要する経費」を「下水道使用料」にて

どの程度賄うことができているかを表す指標。

使用料で回収すべき経費を全て使用料で賄えている状況を示す数値として 

100％以上であることが必要。数値が 100％を下回っている場合、汚水処理

に要する経費が使用料以外の収入により賄われていることを意味するため、

適正な使用料収入の確保が必要となる。
（例） 税抜き 支出は汚水分の収益的支出

 ÷

①経費回収率

下水道使用料500円

管きょ清掃委託料100円
使用料徴収委託料100円

流域下水道維持管理負担金200円
職員人件費100円

収入500円
支出計500円

⇒100％

OK！
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当該年度において、使用料収入や一般会計からの

 繰入金等（他会計負担金、他会計補助金）の

経常収益で、維持管理費や支払利息等の経常費用をどの程度賄えている

かを表す指標。

単年度の収支が黒字であることを示す 100％以上となっていることが必要。

数値が 100％未満の場合、単年度の収支が赤字（経常損失）であること

を示しているため、経営改善に向けた取組が必要。
（例） 税抜き 支出は汚水・雨水分問わず全ての収益的支出（特別損失を除く）

÷

②経常収支比率

下水道使用料500円

他会計負担金500円

他会計補助金500円

管きょ清掃委託料400円
使用料徴収委託料100円

流域下水道維持管理負担金600円
職員人件費300円

雨水浸透桝設置工事委託料100円

収入計1500円
支出計1500円

⇒100％

OK！
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【各指標の現状】

①経費回収率は100％以上となり堅調に推移。

②経常収支比率は100％未満となり経常損失が継続。

【経常損失について】

収益・・・①より下水道使用料は妥当な水準を維持している。

雨水処理に要する経費の財源となる

他会計負担金が不足している。

⇒R2経営戦略策定時の調整にておおむね逓増見込み。

費用・・・事業開始時の集中投資に伴う減価償却費が蓄積している。

⇒固定資産の耐用年数の満了に伴いおおむね逓減見込み。
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-400,000

100,000

600,000

1,100,000

1,600,000

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

他会計負担金 減価償却費 経常損益

R2経営戦略による他会計負担金、減価償却費、経常損益の見込み（千円）

R11に収益が費用を上回る
（経常収支比率100％を超え
る）黒字転換を見込んでいた。
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-230,741 -280,959 -234,643 -251,278
-323,084

176,712

360,239

828,946

1,294,421

1,844,460

R2 R3 R4 R5 R6

単年度経常損益と現預金残高推移（千円）

単年度経常損益 現預金残高

経常損失が継続している一方で、現預金残高は継続増加しているため
資金ショートの可能性は低い。R11の黒字転換を見込んでいたこともあり、
現状では事業運営に大きな支障はないと推察。 20



【損失が出ている状況でなぜ現預金残高が増えるのか】

収益100 費用100

収益200 費用100

収益200 費用150

（現金収益200） （現金費用100） （非現金費用50）

現預金±０

現預金＋100

現預金＋100
（＋50ではない）

収益200 費用250

（現金収益150） （非現金収益50） （現金費用50） （非現金費用200）

⇒現預金＋100となる（－50ではない）。
当市は④のケースに該当。
非現金費用（主に減価償却費）の割合が多いため収支はマイナスで
損失となるが現預金はプラスとなる。

① 収益－費用＝０

② 収益－費用＝正の値

③ 収益－費用＝正の値（非現金科目あり）

④ 収益－費用＝負の値（非現金科目あり）

どうなる？
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【R6までの主要数値まとめ】
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経費回収率 経常収支比率 現預金残高

R2 110.2 91.6 176,712

R3 111.7 89.7 360,239

R4 116.2 91.0 828,946

R5 108.7 90.8 1,294,421

R6 111.9 88.3 1,844,460

下水道使用料 収益的収入 収益的支出

R2 1,314,927 2,544,836 2,818,634

R3 1,306,010 2,437,590 2,718,581

R4 1,271,828 2,374,924 2,609,584

R5 1,270,047 2,467,176 2,744,858

R6 1,297,195 2,427,150 2,750,235

・経常損失が発生して
いるが今後解消見込み
であり、現預金ショー
トの可能性は低い。

・下水道使用料は妥当
な水準を維持。

（単位 率：％ その他：税抜・千円）

これまでは下水道使用料
改定の必要性が低かった。



３．当市の下水道事業の課題
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（１）東京都による流域下水道維持管理負担金単価の改定

【流域下水道維持管理負担金とは？】

主に都道府県が、各市町村の下水道から排出される下水を集めて処理する仕組み
である「流域下水道」の維持管理のために、受益者である各市町村から徴収する
経費。
流域下水道への流入水量に設定単価（円/㎥）を乗じて算出される。

１㎥の下水を処理するために発生する費用（税込）

令和７年度まで 単価38.698円/㎥

令和８年度から令和12年度まで 単価54.241円/㎥

約40.17％増の大幅改定

24



【流域下水道維持管理負担金の使途】

各市から排出された汚水及び雨
水を水再生センターまで届ける
ための下水道幹線の維持管理費

水再生センター内の各設
備の維持管理費・

動力費等

出典：東京都下水道局HP「多摩地域の下水道」

出典：東京都下水道局HP「流域下水道における主要施策」
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出典 東京都下水道局HP「水再生センターのしくみ」

【水再生センターのしくみ】

各工程で多額の
費用が発生
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（現行単価は令和７年度までの単価）
参考資料 流域下水道維持管理負担金単価の改定について（案）
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【東京都による流域下水道維持管理負担金の改定内容】



【過年度決算値において単価改定前後の負担金支出額を比較】
（単位：千円・税込）

年度
単価改定前

維持管理負担金

単価改定後

維持管理負担金
増加額

R2 694,785 973,844 279,059

R3 653,574 916,080 262,506

R4 651,384 913,010 261,626

R5 605,574 848,802 243,228

R6 658,159 922,507 264,348

R2～R6平均 652,695 914,848 262,153
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694,785 653,574 651,384 605,574
658,159

973,844 916,080 913,010
848,802

922,507

R2 R3 R4 R5 R6

過年度決算値で比較する単価改定前後の負担金支出額

単価改定前 単価改定後

（単位：千円・税込）

29

R2～R6平均で約260,000千円の大幅増加となった。
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仮に過年度で改定後の単価が設定されていた場合、いずれの年度においても

経費回収率100％を下回る結果となった。

⇒単価の改定は経営状況に与える影響が非常に大きい。 30
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（２）R８年度以降の経営状況見込みについて

【R17年度までの収益的収入・支出見込み】
（※下水道使用料の改定を行わない場合）

1,312,553 1,316,037 1,319,188 1,321,955 1,324,348 1,326,277 1,327,873 1,329,115 1,330,246 1,331,286 

2,503,212 2,551,464 2,599,333 2,648,896 2,697,717 2,748,340 
2,796,380 2,843,788 2,882,323 2,918,995 3,019,207 

3,140,782 
2,992,428 3,024,879 3,039,371 

3,173,329 3,086,036 3,006,641 3,104,637 2,978,733 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

収益的収入・支出の見込み（税抜・千円）

下水道使用料 収益的収入 収益的支出
収益的収入に下水道使用料を含む



32

下水道使用料は人口増に伴い微増が継続見込み。

他会計負担金は毎年度の増額を要求予定。

R8年度予算ではR2経営戦略策定時に見込んでいた額＋約60,000千円の

予算要求を行った。

【R17年度までの収益的収入見込み】



【R17年度までの収益的支出見込み】

33

流域下水道維持管理負担金は各年度において単価改定前と比較して

約260,000千円の増加見込み。

委託料はストックマネジメント計画に伴う調査費等の継続に伴い増加見込み。

減価償却費は過去の集中投資分が落ち着き逓減見込み。
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34

R8年度以降いずれの年度においても経費回収率100％を下回る見込み。

経常収支比率は継続して100％を下回ることになり、

R2経営戦略策定時に見込んでいたR11での黒字転換が実現不可能な見込み。
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35

現預金は増加見込みであるが、将来の施設更新費（資本的支出）の財源として

確保しておく必要がある。

そのため現預金残高が潤沢とまでは言えない状況。



【R8以降の見込み主要数値まとめ】
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下水道使用料 収益的収入 収益的支出

R8 1,312,553 2,503,212 3,019,207

R9 1,316,037 2,551,464 3,140,782

R10 1,319,188 2,599,333 2,992,428

R11 1,321,955 2,648,896 3,024,879

R12 1,324,348 2,697,717 3,039,371

・下水道使用料は微増
見込みだが支出の増加
には追い付ていない。

・収益的支出は主に
流域下水道維持管理
負担金の大幅増加に
より増加見込み。

（単位：税抜・千円）

R13 1,326,277 2,748,340 3,173,329

R14 1,327,873 2,796,380 3,086,036

R15 1,329,115 2,843,788 3,006,641

R16 1,330,246 2,882,323 3,104,637

R17 1,331,286 2,918,995 2,978,733



【R8以降の見込み主要数値まとめ】
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経費回収率 経常収支比率 現預金残高

R8 88.6 82.9 2,659,107

R9 82.0 81.2 2,966,200

R10 91.0 86.9 3,456,976

R11 89.1 87.6 3,949,290

R12 87.8 88.8 4,441,723

・経費回収率はいずれ
の年度においても
100％を下回る見込み。
公営企業の原則である
独立採算が取れていな
い状況。

（単位 率：％ その他：税抜・千円）

事業の健全な運営のため
には下水道使用料の改定
が必要と判断した。

R13 81.1 86.6 4,768,261

R14 85.8 90.6 5,194,578

R15 90.5 94.6 5,714,891

R16 84.9 92.8 6,120,293

R17 92.3 98.0 6,638,915



【下水道使用料改定スケジュール案について】
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４．まとめ

・質疑応答

・決定事項
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以上、本日はありがとうございました。
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